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１ 調査の概要  

(1) 本調査の趣旨 

都内公立幼稚園、保育所、小･中学校等における環境教育の現状と課題を把握し、東京都に 

おける環境教育の推進・充実に資する。 

(2) 調査対象 

・区市町村教育委員会(担当者１名)       62教育委員会【調査票回収数 57教育委員会】 

・区市立幼稚園・こども園(管理職１名)  169園（100％抽出）【調査票回収数  144園】 

・区市町村立保育所等(管理職１名)    309園（10％抽出＊）【調査票回収数  176園】 

・区市町村立小学校等(管理職１名)    128校（10％抽出＊）【調査票回収数   98校】 

・区市町村立中学校等(管理職１名)     62校（10％抽出＊）【調査票回収数   46校】 
 

＊ 区部・市町村部における児童数・園児数の割合や地域のバランス等を考慮して抽出。保育所等については、福祉保健局 

を通して調査依頼 

(3) 調査時期  平成３０年９月（平成３０年７月時点での環境教育に関わる各設問に回答） 

(4) 調査方法  質問紙による調査＊ 
 

＊ 集計について、四捨五入しているため、合計が 100％にならない項目がある。 

＊ 「複数選択可」とは、学校等が該当する項目全てに回答していることを表す。 

(5) 調査内容 

主に次の内容について、調査を行う。 

 主な調査内容 調査対象 

１ 幼稚園・保育所等における自然と触れ合う活動等の実態 

(1) 教育・保育内容 ・教育課程上の位置付け、実践例  

(2) 推進体制    ・園内組織、地域との協力体制 

(3) 教育・保育環境 ・園庭･園舎の整備  

(4) 教育・保育資源 ・活用している保育資源(地域) 

           ・活用したい自然環境（森、林、河川、 

公園等） 

(5) その他     ・推進・充実に当たって必要となる支援 

           ・自然と触れ合う活動等に関わる区市町 

村教育委員会の施策 

・区市町村教育委員会 

・区市立幼稚園・こども

園 

・区市町村立保育所等 

 

２ 小学校・中学校等における環境教育の実態 

(1) 教育内容 ・教育課程上の位置付け、実践例  

(2) 推進体制 ・校内組織、地域との協力体制 

(3) 教育環境 ・校庭･校舎の整備  

(4) 教育資源 ・活用している教育資源(地域) 

        ・活用したい自然環境（森、林、河川、公園 

等） 

(5) その他  ・推進・充実に当たって必要となる支援 

        ・環境教育に関わる区市町村教育委員会の施策 

・区市町村教育委員会 

・区市町村立小学校等 

・区市町村立中学校等 
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２ 調査結果 

 区市町村教育委員会（担当者） 

 

１  環境教育に関わる次の各項目について、当てはまるものを一つ選び、（    ）に○を付けて

ください。  

 

(1) 貴管下幼稚園では、平成３０年度の重点事  

項などに、環境教育（身近な自然や動植物    

と触れ合う活動）に関する内容が示されて  

いますか。  

 

 

 

(2) 貴管下小学校等では、平成３０年度の重点  

目標などに、環境教育に関する内容が示さ  

れていますか。  

 

 

 

 

(3) 貴管下中学校等では、平成３０年度の重点  

目標などに、環境教育に関する内容が示さ  

れていますか。  

 

 

 

 

(4) 貴管下幼稚園では、平成３０年度の環境教  

育（身近な自然や動植物と触れ合う活動） 

の指導計画を作成していますか。  

 

 

  

 

(5) 貴管下小学校等では、平成３０年度の環境  

教育の全体計画を作成していますか。  

 

 

 

 

 

(6) 貴管下中学校等では、平成３０年度の環境   

教育の全体計画を作成していますか。  

 

 

 

 

 

(7) 貴管下幼稚園では、木育（木材を使用した  

活動など）を実施していますか。  
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(8) 貴管下小学校等では、木育（木材を使用し  

た活動など）を実施していますか。  

 

 

 

 

 

(9) 貴管下中学校等では、木育（木材を使用し  

た活動など）を実施していますか。  

 

 

 

 

２  環 境 教 育 に 関 わ る 区 市 町 村 教 育 委 員 会 の 施 策 等 に つ い て 、 当 て は ま る も の を 選 び 、  

（    ）に○を付けてください。  

 

(1) 学校以外に児童・生徒が環境学習を行うこ  

とができる区市町村の施設（教育センター、 

体験学習施設、ビジターセンター、ビオ       

トープ公園、農業公園など）について、  

当てはまるものを一つ選び、（    ）に  

○を付けてください。  

 

(2) 学校以外に児童・生徒が理科の観察・実験  

を行うことができる区市町村の施設（教育

センター、科学館、博物館、プラネタリウ

ムなど）について、当てはまるものを一つ

選び、（    ）に○を付けてください。  

 

 

(3) 平成２９年度、授業時間内に、区市町村教  

育委員会が主催した観察・実験教室や講演  

会について、当てはまるものを 一つ選び、 

（    ）に○を付けてください。  

 

 

 

※観察・実験教室や講演会・・・児童・生徒を対象とした環境や科学に関する観察・実験教室、又は、科  

学者や専門家等による講演会  

 

(4) 平成２９年度、授業時間外に、区市町村教  

育委員会が主催した、観察・実験教室や講  

演会について、当てはまるものを一つ選び、 

（    ）に○を付けてください。  
 

 

 

※観察・実験教室や講演会・・・児童・生徒を対象とした環境や科学に関する観察・実験教室、又は、科  

学者や専門家等による講演会  
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(5) 環境教育に関する貴教育委員会と大学や企業等との連携について、当てはまるものを一つ選び、 

（    ）に○を付けてください。  

 

＜大学との連携＞                       ＜企業や民間団体等との連携＞  

 

 

 

 

 

(6) 環境教育に関する教員向けの資料について、 

当てはまるものを一つ選び、（    ）に○  

を付けてください。  

 

 

 

 

(7) 環境教育に関する児童・生徒向けの資料に   

つ い て 、 当 て は ま る も の を 一 つ 選 び 、  

（    ）に○を付けてください。  

 

 

 
 

 

(8) 環境教育に関する教員研修について、当て  

はまるものを一つ選び、（    ）に○を付  

けてください。  

 

 

 

３  環境教育に関わる次の各項目について、最も近いと思うものの番号に○を付けてください。  

 

(1) 貴管下幼稚園における、平成２９年度の環境  

教育（身近な自然や動植物と触れ合う活動） 

の実施状況をどのように捉えていますか。当  

てはまるものを一つ選び、（    ）に○を  

付けてください。  

 

 

(2) 貴管下小学校等における、平成２９年度の環     

境 教 育 の 実 施 状 況 を ど の よ う に 捉 え て い ま     

すか。当てはまるものを一つ選び、（    ） 

に○を付けてください。  

 

 

(3) 貴管下中学校等における、平成２９年度の環  

境 教 育 の 実 施 状 況 を ど の よ う に 捉 え て い ま  

すか。当てはまるものを一つ選び、（    ） 

に○を付けてください。  
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(4) 現在の教育課題として、環境教育の優先度  

に つ い て 、 当 て は ま る も の を 一 つ 選 び 、  

（    ）に○を付けてください。  

 

 

 

(5) 環境教育に取り組む上での問題点として、当てはまるものを選び、（    ）に○を付けて  

ください。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞  

・学校の現状から教育課程上の優先度を他の教育課題より上位にできないため、取り組めていない。   

・他に優先的に取り上げなければならない教育課題が多い。   

・外部講師等を呼ぶことが困難。情報も不足している。    

 

(6) 環境教育に取り組む上で教育委員会等の取組として重視する点について、当てはまるものを  

選び、（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  
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区市立幼稚園・こども園（管理職） 

 

１  身近な自然や動植物と触れ合う活動等に関わる次の各項目について、当てはまるものを一  

つ選び、（   ）に○を付けてください。  

 

(1) 貴園では、平成３０年度の指導の重点事項  

などに、身近な自然や動植物と触れ合う活  

動に関する内容を位置付けていますか。  

 

 

 

(2) 貴園では、平成３０年度の身近な自然や動  

植 物 と 触 れ 合 う 活 動 に 関 す る 指 導 計 画 を  

作成していますか。  

 

 

 

(3) 貴園では、平成３０年度の園務分掌に身近  

な 自 然 や 動 植 物 と 触 れ 合 う 活 動 に 関 す る  

担当を位置付けていますか。  

 

 

 

(4) 貴園では、平成３０年度の地域やＰＴＡと  

連携して環境に関する組織（牛乳パック・ 

ペットボトルのキャップの回収など）を設  

置していますか。  

 

 

(5) 貴園では、木育（木材を使用した活動など） 

を実施していますか。  

 

 

 

 

２  教育・保育環境に関わる次の各項目について、当てはまるものを一つ選び、（    ）に○を  

付けてください。  

 

(1) 施設の形態について、当てはまるものを一  

つ選び、（    ）に○を付けてください。  
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(2) 敷地内にある屋外活動スペースには、どのような場所（園庭など）がありますか。当てはまる

ものを選び、（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 敷地内に設置している又は活用しているものについて、当てはまるものを選び（    ）に  

○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 4 )  敷 地内 にあ る屋 外活 動 スペ ー スの 利用  

頻度として、当てはまるものを一つ選び、 

（    ）に○を付けてください。  

 

 

 

(5) 敷地外にある施設の中で、活動スペースとして利用している場所（公園など）について、 当  

     てはまるものを選び、（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

又は、 

又は、 
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(6) (5)で選択した場所の中で最も利用頻  

度が高いものについて、当てはまるも  

のを一つ選び、（    ）に○を付け  

てください。  

 

 

 

(7) (5)で選択した場所を利用する目的として、当てはまるものを選び、（    ）に○を付けてく  

ださい。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  教育課程を編成する上で重視する内容について、当てはまるものを選び、（    ）に○を付

けてください。  

 

(1) 平成３０年度の教育課程を編成する上で、重視した内容として当てはまるもの選び、（    ） 

に○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

【子どもの資質・能力に関すること】  
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【教師・指導者の意図に関すること】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
( 2 )  平 成 ３ ０ 年 度 の 園 内 活 動 を 充 実 さ せ る 上 で 、 重 視 し た 内 容 と し て 当 て は ま る も の を 選 び 、  

（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

【保育の工夫・改善に関すること】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【園内の体制・関係機関との連携に関すること】  
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( 3 )  平 成 ３ ０ 年 度 の 特 色 あ る 園 づ く り の た め に 、 重 視 し た 内 容 と し て 当 て は ま る も の を 選 び 、  

（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  身近な自然や動植物と触れ合う活動に関わる次の各項目について、一番近いと思うものの番号

に○を付けてください。  

 

(1) 現在の教育課題として、貴園における身  

近な自然や動植物と触れ合う活動の優先  

度はどの程度だと捉えていますか。当て  

はまるものを一つ選び、（    ）に○を  

付けてください。  

 

(2) 貴園における身近な自然や動植物と触れ  

合う活動に関する取組状況について、ど  

のように捉えていますか。当てはまるも  

のを一つ選び、（    ）に○を付けてく  

ださい。  

 

 

(3) 貴園における敷地内の屋外活動環境について、どのように捉えていますか。当てはまるものを  

それぞれ一つ選び、（    ）に○を付けてください。  
 

【広さについて】               【遊具・設備について】  

 

【自然環境について】              【安全性について】  
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(4) 敷地外にある施設・屋外活動スペース（公園など）を利用する際に重視する点について、当て  

はまるものを選び、（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 身近な自然や動植物と触れ合う活動に取り組む上での問題点として、当てはまるものを選び、 

（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 今後、身近な自然や動植物と触れ合う活動を推進する上で活用したい自然環境や施設について、 

当てはまるものを選び、（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

又は、 
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１  身近な自然や動植物と触れ合う活動等に関わる次の各項目について、当てはまるものを１  

つ選び、（   ）に○を付けてください。  

 

(1) 貴保育所では、平成３０年度の保育の重    

点事項などに、身近な自然や動植物と触  

れ合う活動に関する内容を位置付けてい  

ますか。  

 

 

(2) 貴保育所では、平成３０年度の身近な自  

然や動植物と触れ合う活動に関する保育  

計画を作成していますか。  

 

 

 

(3) 貴保育所では、平成３０年度の組織に身  

近な自然や動植物と触れ合う活動に関す  

る担当を位置付けていますか。  

 

 

 

(4) 貴保育所では、平成３０年度の地域やＰ  

ＴＡと連携して環境に関する組織（牛乳  

パック・ペットボトルのキャップの回収  

など）を設置していますか。  

 

 

(5) 貴保育所では、木育（木材を使用した活  

動など）を実施していますか。  

 

 

 

 

２  教育・保育環境に関わる次の各項目について、当てはまるものを一つ選び、（    ）に  

○を付けてください。  

 

(1) 施設の形態について、当てはまるものを  

一 つ 選 び 、（    ） に ○ を 付 け て く だ  

さい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

区市町村立保育所等（管理職） 
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(2) 敷地内にある屋外活動スペースには、どのような場所（園庭など）がありますか。当てはまる  

ものを選び、（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 敷地内に設置している又は活用しているものについて、当てはまるものを選び、（    ）に  

○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 敷地内にある屋外活動スペースの利用  

頻度として、当てはまるものを一つ選  

び、（    ）に○を付けてください。 

 

 

 

(5) 敷地外にある施設の中で、活動スペースとして利用している場所（公園など）について、当て  

はまるものを選び、（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

又は、 
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(6) (5)で選択した場所の中で最も利用頻度  

が高いものについて、当てはまるものを  

一つ選び、（    ）に○を付けてくだ  

さい。  

 

 

 

 

(7) (5)で選択した場所を利用する目的として、当てはまるものを選び、（    ）に○を付けてく  

ださい。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  保育内容を計画する上で重視する内容について、当てはまるものを選び、（    ）に○を付  

けてください。  

 

( 1 )  平 成 ３ ０ 年 度 の 保 育 内 容 を 計 画 す る 上 で 、 重 視 し た 内 容 と し て 当 て は ま る も の を 選 び 、  

（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

【子どもの資質・能力に関すること】  
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【保育者の意図に関すること】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 平成３０年度の保育内容を充実させる上で、重視した内容として当てはまるものを選び、  

（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

【保育の工夫・改善に関すること】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【園内の体制・関係機関との連携に関すること】  
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（３）平成３０年度の特色ある保育所づくりのために、重視した内容として当てはまるものを選び、

（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  身近な自然や動植物と触れ合う活動に関わる次の各項目について、一番近いと思うものの番号

に○を付けてください。  

 

(1) 現在の教育課題として、貴保育所における  

身近な自然や動植物と触れ合う活動の優先  

度はどの程度だと捉えていますか。当ては  

まるものを一つ選び、（    ）に○を付け  

てください。  

 

( 2 )  貴 保 育 所 に お け る 身 近 な 自 然 や 動 植 物 と  

触れ合う活動に関する取組状況について、  

どのように捉えていますか。当てはまるも    

のを一つ選び、（    ）に○を付けてくだ  

さい。  

 

 

(3) 貴保育所における敷地内の屋外活動環境について、どのように捉えていますか。当てはまるも  

のをそれぞれ一つ選び、（    ）に○を付けてください。  

 

【広さについて】                        【遊具・設備について】  

 

【自然環境について】                        【安全性について】  
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(4) 敷地外にある施設・屋外活動スペース（公園など）を利用する際に重視する点について、当て  

はまるものを選び、（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 身近な自然や動植物と触れ合う活動に取り組む上での問題点として、当てはまるものを選び、 

（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 今後、身近な自然や動植物と触れ合う活動を推進する上で活用したい自然環境や施設に ついて、

当てはまるものを選び、（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

又は、 
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１  環境教育に関わる次の各項目について、当てはまるものを一つ選び、（    ）に○を付けて  

ください。  

 

(1) 貴校では、平成３０年度の重点目標などに、  

環境教育に関する内容を位置付けています  

か。  

 

 

 

 

(2) 貴校では、平成３０年度の環境教育の全体  

計画を作成していますか。  

 

 

 

 

 

(3) 貴校では、平成３０年度の校務分掌に環境  

教育担当を位置付けていますか。  

 

 

 

 

 

(4) 貴校では、平成３０年度の児童会に環境に  

関する組織（環境委員会等）はありますか。  

 

 

 

(5) 貴校では、平成３０年度の地域やＰＴＡと  

連携して環境に関する組織（環境委員会等） 

を設置していますか。  

 

 

 

(6) 貴校では、木育（木材を使用した活動など） 

を実施していますか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区市町村立小学校（管理職） 
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２  環境教育に関わる次の各項目について、当てはまるものを選び、（    ）に○を付けてくだ  

さい。  

 

(1) 貴校では、平成２９年度の教育課程において、環境教育をどのように位置付けて実施しました  

か。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 貴校では、平成２９年度の環境教育において、どのような学習や取組をしましたか。実施した  

学習や取組として当てはまるものを選び、（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

【自然・生命に関する内容】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【ごみ・資源に関する内容】  
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【エネルギー・地球温暖化に関する内容】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  環境教育に関わる次の各項目について、最も近いと思うものの番号に○を付けてください。  

 

(1) 貴校における、平成２９年度の環境教育の  

実施状況について、当てはまるものを一つ  

選び、（    ）に○を付けてください。  

 

 

 

 

(2) 現在の教育課題として、貴校における環境  

教育の優先度について、当てはまるものを  

一つ選び、（    ）に○を付けてください。 

 

 

 

(3) 環境教育に取り組む上での情報源又は活用しているものについて、当てはまるものを選 び、  

（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  
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(4) 環境教育に取り組む上での問題点として、当てはまるものを選び、（    ）に○を付けてく  

ださい。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 5 )  環 境 教 育 に 取 り 組 む 上 で 教 育 委 員 会 等 に 期 待 す る こ と と し て 、 当 て は ま る も の を 選 び 、  

（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 6 )  校 外 の 公 園 等 で 環 境 教 育 の 活 動 を 行 う 上 で 重 視 す る 点 に つ い て 、 当 て は ま る も の を 選 び 、  

（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  
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(7) 公園等で校外学習を行う上で重視する点について、当てはまるものを選び、（    ）に○を  

付けてください。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) 今後、実施したい環境教育の取組として当てはまるものを選び、（    ）に○を付けてくだ  

さい。＜複数選択可＞  

 

【自然・生命に関する内容】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ごみ・資源に関する内容】  
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【エネルギー・地球温暖化に関する内容】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) 今後、環境教育を推進する上で活用したい自然環境や施設について、当てはまるものを 選び、 

（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  東京都教育委員会が作成した作成物の活用状況について、それぞれ当てはまるものを一つ選び、

（    ）に○を付けてください。  

 

【環境教育カリキュラム】         【環境教育啓発資料「くらしと環境学習Ｗｅｂ」】                     

 

【ＣＯ２削減 アクション月間チェックシート】                   【環境教育掲示用教材】  
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１  環境教育に関わる次の各項目について、当てはまるものを一つ選び、（    ）に○を付けて  

ください。  

 

(1) 貴校では、平成３０年度の重点目標などに、  

環境教育に関する内容を位置付けていま  

すか。  

 

 

 

(2) 貴校では、平成３０年度の環境教育の全体  

計画を作成していますか。  

 

 

 

 

 

(3) 貴校では、平成３０年度の校務分掌に環境  

教育担当を位置付けていますか。  

 

 

 

 

 

(4) 貴校では、平成３０年度の生徒会に環境に  

関する組織（環境委員会等）はありますか。 

 

 

 

 

 

(5) 貴校では、平成３０年度の地域やＰＴＡと  

連 携 し て 環 境 に 関 す る 組 織 （ 環 境 委 員 会  

等）を設置していますか。  

 

 

 

(6) 貴校では、木育（木材を使用した活動など） 

を実施していますか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区市町村立中学校（管理職） 
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２  環境教育に関わる次の各項目について、当てはまるものを選び、（    ）に○を付けてくだ  

さい。  

 

(1) 貴校では、平成２９年度の教育課程において、環境教育をどのように位置付けて実施しました  

か。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

(2) 貴校では、平成２９年度の環境教育において、どのような学習や取組をしましたか。実施した  

学習や取組として当てはまるものを選び、（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  
 

【自然・生命に関する内容】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ごみ・資源に関する内容】  
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【エネルギー・地球温暖化に関する内容】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  環境教育に関わる次の各項目について、最も近いと思うものの番号に○を付けてください。  

 

(1) 貴校における、平成２９年度の環境教育  

の実施状況について、当てはまるものを  

一つ選び、（    ）に○を付けてくだ  

さい。  

 

 

 

(2) 現在の教育課題として、貴校における環  

境教育の優先度について、当てはまるも  

のを一つ選び、（    ）に○を付けてく  

ださい。  

 

 

(3) 環境教育に取り組む上での情報源又は活用しているものについて、当てはまるも のを選び、  

（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  
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(4) 環境教育に取り組む上での問題点として、当てはまるものを選び、（    ）に○を付けてく  

ださい。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 5 )  環 境 教 育 に 取 り 組 む 上 で 教 育 委 員 会 等 に 期 待 す る こ と と し て 、 当 て は ま る も の を 選 び 、  

（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 6 )  校 外 の 公 園 等 で 環 境 教 育 の 活 動 を 行 う 上 で 重 視 す る 点 に つ い て 、 当 て は ま る も の を 選 び 、  

（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  
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(7) 公園等で校外学習を行う上で重視する点について、当てはまるものを選び、（    ）に○  

を付けてください。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) 今後、実施したい環境教育の取組として当てはまるものを選び、（    ）に○を付けてくだ  

さい。＜複数選択可＞  

 

【自然・生命に関する内容】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ごみ・資源に関する内容】  
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【エネルギー・地球温暖化に関する内容】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) 今後、環境教育を推進する上で活用したい自然環境や施設について、当てはまるものを選び、

（    ）に○を付けてください。＜複数選択可＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  東京都教育委員会が作成した作成物の活用状況について、それぞれ当てはまるものを一つ選び、

（    ）に○を付けてください。  

 

【環境教育カリキュラム】         【環境教育啓発資料「くらしと環境学習Ｗｅｂ」】  

 

【ＣＯ２削減 アクション月間チェックシート】         【環境教育掲示用教材】  
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9.0%

63.9%

26.4%

8.5%

56.3%

30.7%

4.0%

3.1%

54.1%

40.8%

1.0%

2.2%

52.2%

43.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

取組は十分である

どちらかといえば取組は十分である

どちらかといえば取組は十分でない

取組は十分でない

幼稚園・こども園 保育所 小学校 中学校

３ 調査結果の分析 

 

環境教育（身近な自然や動植物と触れ合う活動）に関する実施状況について 

 

■教育委員会  

貴管下小・中学校等における、環境教育の実施状況をどのように捉えていますか。 

           【小学校等】                      【中学校等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■幼稚園・こども園、保育所等、小学校等、中学校等 

環境教育（身近な自然や動植物と触れ合う活動）に関する実施状況について、どのように捉えていますか。 

                                     【校種別】                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会の調査において、区部の教育委員会は、小学校等、中学校等ともに「取組は十分であ

る」、「どちらかといえば取組は十分である」と回答した割合が多い。一方、市町村部の教育委員会

は、小学校等、中学校等ともに「どちらかといえば取組は十分でない」、「取組は十分でない」と回

答した割合が多い。  

また、幼稚園・こども園、保育所等、小学校等、中学校等の調査において、校種別に見ると、「取組は十分であ

る」、「どちらかといえば取組は十分である」と回答した幼稚園・こども園、保育所等の割合は、小

学校等、中学校等と比べて多く、「どちらかといえば取組は十分でない」と回答した小学校等、中

学校等の割合は、幼稚園・こども園、保育所等と比べて多くなっている。  

これらのことから、区部においては、市町村部に比べて取組が十分であると捉えている教育委員

会や校種が多いこと、幼稚園・こども園、保育所等においては、小学校等、中学校等 に比べて取組

が十分であると捉えていることが分かる。  
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18.2%

4.2%

9.1%

59.1%

58.3%

36.4%

22.7%

37.5%

45.5% 9.1%
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区

市

町村

優先度は高い どちらかといえば優先度は高い

どちらかといえば優先度は低い 優先度は低い

40.3%

28.4%

7.1%

4.3%

52.1%

54.0%

39.8%

34.8%

6.9%

14.2%

53.1%

56.5%

0.7%

2.8%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

幼稚園・こども園

保育所等

小学校等

中学校等

優先度は高い どちらかといえば優先度は高い

どちらかといえば優先度は低い 優先度は低い

27.4%

20.9%

19.4%

50.6%

46.1%

35.5%

19.8%

32.2%

41.9%

1.6%

0.9%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

区

市

町村

優先度は高い どちらかといえば優先度は高い

どちらかといえば優先度は低い 優先度は低い

 

環境教育（身近な自然や動植物と触れ合う活動）の優先度について 

 

■教育委員会  

現在の教育課題としての環境教育の優先度について 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■幼稚園・こども園、保育所等、小学校等、中学校等 

現在の教育課題としての環境教育（身近な自然や動植物と触れ合う活動）の優先度について  

【校種別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域別】 
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教育委員会の調査において、地域別に見ると、「優先度は高い」、「どちらかといえば優先度は高

い」と回答した区部の教育委員会の割合は、市町村部の教育委員会と比べて多くなっている。  

また、幼稚園・こども園、保育所等、小学校等、中学校等の調査において、校種別に見ると、「優

先度は高い」、「どちらかといえば優先度は高い」と回答した幼稚園・こども園、保育所等の割合は、

小学校等、中学校等と比べて高く、「どちらかといえば優先度は低い」、「優先度は低い」と回答し

た小学校等、中学校等の割合は、幼稚園・こども園、保育所等と比べて高くなっている。  

さらに、地域別に見ると、教育委員会の結果と同様に「優先度は高い」、「どちらかといえば優先

度は高い」と回答した区部の学校等の割合は、市町村部の学校等と比べて多くなっている。  

これらのことから、区部の教育委員会、学校等においては、市町村部の教育委員会、学校等に比

べて現在の教育課題としての環境教育の優先度が高いと捉えていること、幼稚園・こども園、保育

所等においては、小学校等、中学校等に比べて現在の教育課題としての環境教育の優先度が高いと

捉えていることが分かる。  

 

 

「優先度は高い」、「どちらかといえば優先度は高い」と回 

答した教育委員会と、管下の小・中学校等の環境教育にお 

ける優先度との関係について 

 

「優先度は高い」、「どちらかといえば優先度は高い」と回答した教育委員会の管下の小・中学校等と、「優先度は低い」、

「どちらかといえば優先度は低い」と回答した教育委員会の管下の小・中学校等を比較すると、「優先度は高い」、「どち

らかといえば優先度は高い」と回答した教育委員会の管下の小・中学校等の方が、「優先度は高い」、「どちらかといえば

優先度は高い」と回答する傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「優先度は低い」、「どちらかといえば優先度は低い」

と回答した教育委員会と、管下の小・中学校等の環境

教育における優先度との関係について 
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環境教育（身近な自然や動植物と触れ合う活動）に取り組む上での問題点について 

 

■教育委員会  

環境教育に取り組む上での問題点について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会の調査において、環境教育に取り組む上での問題点について、最も割合が多い回答は

「時間の確保が難しい」であり、全体の 71.0％の教育委員会が回答している。  

また、次に割合が多い回答は「予算が少ない」で、 27.4％の教育委員会が回答している。回答の

内訳を地域別に見ると、区部 3.2％に対して、市部は、16.1％、町村部は、8.1％と区部に比べて高

い割合を占めていることが分かる。  

一方で、市町村部では回答がなかった「地域に自然環境が少ない」については、区部が 11.3％の

割合となっている。  

これらのことから、区部における環境教育に取り組む上での問題点については、「時間の確保」、

「自然環境」であり、市町村部における環境教育に取り組む上での問題点については、「時間の確

保」、「予算」であることが分かる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

11.4% 
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11.9%

5.6%

13.1%
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11.1%
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■幼稚園・こども園、保育所等 

環境教育（身近な自然や動植物と触れ合う活動）に取り組む上での問題点について  

 

【校種別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園・こども園、保育所等の調査において、環境教育（身近な自然や動植物と触れ合う活動）

に取り組む上での問題点について 、最も割合が多いのは「地域に自然環境が少ない」で、全体の

44.4％の幼稚園・こども園、 32.4％の保育所等が回答している。地域別に見ると「地域に自然環境

が少ない」と回答した区部の割合は、 45.2％、市部の割合は、 11.9％となっている。  

また、次に割合が多いのは「時間の確保が難しい」で、全体の 29.2％の幼稚園・こども園、30.1％

の保育所等が回答している。  

これらのことから、幼稚園・こども園における環境教育（身近な自然や動植物と触れ合う活動）

に取り組む上での問題点については、「自然環境」、「時間の確保」であり、保育所等については、「自

然環境」、「時間の確保」に加えて「研修の機会」であることが分かる。  

 

 

45.2%

11.9%

5.6%

13.1%

18.6%

11.1%

30.2%23.7%

55.6%

17.1%

30.5%
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取り上げるべき環境課題が分からない 取組方法が分からない
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地域に自然環境が少ない 専門的な内容を相談できるところがない

予算が少ない 時間の確保が難しい

環境教育に関する研修会が少ない

■小学校等、中学校等 

環境教育に取り組む上での問題点について 

【校種別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校等、中学校等の調査において、環境教育に取り組む上での問題点について、最も割合が多

いのは「時間の確保が難しい」で、全体の 80.6％の小学校等、 82.6％の中学校等が回答している。 

また、次に割合が多い回答は、小学校等では「予算が少ない」で、 35.7％、中学校等では、「具

体的活動に結び付けるのが難しい」で 30.4％が回答している。「具体的活動に結び付けるのが難し

い」については、小学校等でも 30.6％が回答している。  

一方で、市町村部では回答が少なかった「地域に自然環境が少ない」、「適切な教材が少ない」に

ついては、区部では、それぞれ 34.8％、28.8％が回答している。また、区部では回答が少なかった

「予算が少ない」、「環境教育に関する研修会が少ない」については、市部では、それぞれ 37.5％、

19.6％、町村部では、それぞれ 40.9％、 22.7％が回答している。  

これらのことから、小学校等、中学校等における環境教育に取り組む上での問題点については、 

「時間の確保」、「予算」、「具体的な活動に結び付ける」であること、区部における問題点について

は、「時間の確保」、「自然環境」、「適切な教材」であり、市町村部にについては、「時間の確保」、「予

算」、「研修の機会」であることが分かる。  

小学校等 中学校等 
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環境教育（身近な自然や動植物と触れ合う活動）に活用したい自然環境や施設について 

 

■幼稚園・こども園、保育所等、小学校等、中学校等 

今後、環境教育（身近な自然や動植物と触れ合う活動）を推進する上で活用したい自然環境や施設について 
 

                        【校種別】   

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

                        【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、環境教育（身近な自然や動植物と触れ合う活動）を推進する上で活用したい自然環境や施

設について、校種別に見ると、最も割合が多い回答は、幼稚園・こども園、保育所等、小学校等に

おいては、「公園」で、全体の 68.8％の幼稚園・こども園、 79.5％の保育所等、 68.4％の小学校等

が回答している。中学校等においては、「科学館」が最も活用したい自然環境や施設となっており、

60.9％が回答している。  

また、地域別に見ると、区部、市部においては、「公園」で、それぞれ全体の 73.6％、 71.3 が回

答している。町村部においては、「森」が最も活用したい自然環境や施設となっており、 58.1％の

が回答している。  

これらのことから、今後、環境教育（身近な自然や動植物と触れ合う活動）を推進する上で活用

したい自然環境や施設については、校種別、地域別に見ても「公園」と回答している割合が多いこ

とが分かる。  

41.8 

40.3 
42.0 

39.1 
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27.3%

31.8%

13.6%

68.2%

9.1%

27.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120% 140% 160% 180% 200%

人材（外部講師）の推薦

学習指導案の提供

授業で活用できる掲示用教材の提供

授業で活用できるデジタル教材の提供

環境学習に適した施設等の紹介

予算の支援

他の学校等の取組事例の紹介

相談窓口の設置

環境教育に関する研修会の開催

区 市 町村

 

教育委員会に期待することについて 

 

■小学校等、中学校等 

環境教育に取り組む上で教育委員会等に期待すること  

 【校種別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校等、中学校等の調査において、環境教育に取り組む上で教育委員会等に期待することにつ

いて、最も割合が多い回答は「予算の支援」で、全体の 60.2％の小学校等、58.7％の中学校等が回

答している。また、割合が多い回答として、「授業で活用できるデジタル教材の提供」については、

全体の 58.2％の小学校等、 43.5％の中学校等が、「人材（外部講師）の推薦」については、全体の

53.1％の小学校等、 41.3％の中学校等が回答している。  

地域別に見ても、「予算の支援」、「授業で活用できるデジタル教材の提供」、「人材（外部講師）

の推薦」についてはどの地域でも教育委員会等に期待することとして回答されている。  
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幼稚園・こども園、保育所等における調査結果について 

 

■幼稚園・こども園、保育所等 

平成３０年度において身近な自然や動植物と触れ合う活動に関する担当を位置付けているか。 

 

 【校種別】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       【地域別】                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

平成３０年度において身近な自然や動植物と触れ合う活動に関する担当を位置付けているかについて、校種別に見ると、 

幼稚園・こども園では、全体の 95.8％が位置付けていると回答しているのに対して、保育所等では、全体の 39.2％が位

置付けていると回答している。 

 地域別に見ると、区部では、全体の 70.6％が位置付けていると回答しているのに対して、市部、町村部では、それぞ

れ全体の 40.7％、55.6％が位置付けていると回答している。 
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■幼稚園・こども園、保育所等 

幼稚園・こども園、保育所等における施設の形態について 

 

【校種別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      【地域別】                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園・こども園、保育所等における施設の形態については、校種別に見ると、幼稚園・こども園では、全体の 42.4％

が独立した建物と回答しているのに対して、保育所等では、全体の 60.8％が独立した建物であると回答している。 

 地域別に見ると、区部では、全体の 44.4％が独立した建物であると回答しているのに対して、市部、町村部では、そ

れぞれ全体の 83.1％、77.8％が位置付けていると回答している。 
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■幼稚園・こども園、保育所等 

敷地外にある施設の中で、活動スペースとして利用している場所（公園など）について  

 

【校種別】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域別】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敷地外にある施設の中で、活動スペースとして利用している場所（公園など）については、校種別に見ると、最も割合

が多い回答は、幼稚園・こども園においては、「小学校等（校庭やビオトープ）」で、全体の 79.2％の幼稚園・こども園

が回答している。一方で、保育所等の回答は、全体の 26.1％になっている。 

保育所等においては、「公園」が最も利用している場所となっており、96.0％が回答している。公園については、幼稚

園・こども園の回答も、全体の 78.5％になっている。 

また、地域別に見ると、「公園」については、区部、市部、町村部、それぞれ全体の 86.5％、96.6％、77.8％が回答し

ている。一方で、「小学校等（校庭やビオトープ）」については、区部や町村部の割合が市部に比べて多く、「川」、「林・

森」、「寺社」、「道」については、市部や町村部の割合が区部に比べて多くなっている。 

 



 42 

58.2%

45.7%

84.7% 84.8%

39.8% 19.6%

44.9%
43.5%

60.2%

28.3%16.3%

26.1%28.6%

23.9%
32.7%

13.0%

52.0%

8.7%

58.2%

15.2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

小学校等 中学校等

環境教育に関するホームページ 教科書

一般の書籍 新聞

環境関連パンフレット 教員自身が作成したプリント

教育委員会が作成した資料 環境教育関連施設

出前授業 ゲストティーチャー

小学校等、中学校等における調査結果について 

 

■小学校等、中学校等 

環境教育に取り組む上での情報源又は活用しているものについて  

 

【校種別】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校等、中学校等の調査において、環境教育に取り組む上での情報源又は活用しているものに

ついて、最も割合が多い回答は「教科書」で、全体の 84.7％の小学校等、84.8％の中学校等が回答

している。  

次に割合が多い回答は、小学校等では、「環境関連パンフレット」で、 60.2％の割合となってい

るが、中学校等では 28.3％の割合となっている。  

一方で、中学校等で「教科書」の次に割合が多い回答は、「環境教育に関するホームページ」で

45.7%の割合となっており、小学校等でも 58.2％と高い割合となっている。  

さらに、小学校等で 58.2％と割合が多い「ゲストティーチャー」については、中学校等では、15.2％

の活用となっている。  
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■小学校等、中学校等 

東京都教育委員会が作成した作成物の活用状況について  

 

[環境教育カリキュラム ]                    

【校種別】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[環境教育掲示用教材 ] 

【校種別】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校等、中学校等の調査において、東京都教育委員会が作成した「環境教育カリキュラム」の

活用状況について、「活用している」、「ときどき活用している」と回答した小学校等の割合は、そ

れぞれ 5.1％、 46.9％であるのに対して、中学校等では、それぞれ 2.2％、 28.3％となっている。  

また、「環境教育掲示用教材」の活用状況について、「活用している」、「ときどき活用している」

と回答した小学校等の割合は、それぞれ 11.2％、56.1％であるのに対して、中学校等では、それぞ

れ 21.7％、 32.6％となっている。  
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